【ご協力依頼】「新型コロナ禍の社会福祉従事者の実態把握と対策提言～生活と偏見・差別の
状況を手がかりとして～」に関するアンケート調査の実施について
「新型コロナ禍の社会福祉従事者の実態把握と対策提言研究会」

時下ますますご清祥の段、お喜び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
また、新型コロナウイルス感染症（COVID-19）の猛威の中、利用者・家族・関係者様に対して献身的な支援を実践していることと拝察いたします。心より感謝申し上げます。
さて、本調査は、令和３年度吉田・飯塚・長瀬基金調査研究助成事業の認可を受けて「新型コロナ禍の社会福祉従事者の実態把握と対策提言研究会」（令和３年度「吉田・飯塚・長瀨基金」調査研究助成事業）が実施する調査研究です。
アンケートは、北海道内の社会福祉従事者に対して、新型コロナ禍における生活や労働の実態把握、くわえて差
別・偏見の状況をお聞きします（別添資料参照）。
さらに、この調査の成果から、今後の地域共生社会形成に向けた具体的対策を提言します。
アンケートの内容については、統計的に処理し個人名・所属先は特定されず、目的以外の使用は致しません。また、調査研究の成果は、「2021北海道の福祉」（社会福祉法人　北海道社会福祉協議会　令和4年3月下旬発行予定）に掲載される予定です。

■記入上のお願い
（１）アンケートについては同封した別紙チラシを職員の皆様方にご回覧頂き、ご協力頂ける職員にご回答を
願います。職種・人数の制限はございません。
（２）アンケートは、チラシに記載されているＱＲコードを読み取っていただき、アンケートのページにアクセ
スして下さい。10～15分程度で終了する内容で構成されています。お手持ちのスマートフォン、パソコン、　　
タブレット端末からご回答いただけます。
（３）上記ＱＲコードを読み取れない場合、チラシに記載されているアドレスにアクセスいただき回答をお願い　　
致します。

■アンケートの回答期限
令和3年11月26日（金）までとさせていただきます。
お忙しいと存じますが、調査研究の趣旨をご理解いただきご協力頂ければ幸いです。
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■本調査に関する問い合わせは次のアドレスにて承ります。
担当：越石・平野　ba77.power.man37@gmail.com
